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エネルギーと技術

• エネルギーは、すべての人類の活動の基礎となるも
の。エネルギーに対する制約は、人類の効用(経済
活動、生活の質)のレベルに直結

• 将来のエネルギー需給構造を考える際には、資源
制約、環境制約の両方を視野に入れることが必要

• 長期的視野から真に持続可能なエネルギーの安定
な需給構造を実現する鍵は、技術（技術がない状況
で実現することは不可能)

出典：エネルギー総工研 H１7 資源エネルギー庁委託調査 エネルギー技術戦略マップ
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エネルギー技術戦略の必要性

• エネルギー技術の確立には、研究開発、導入・普及、関連イ
ンフラ整備などによる長期性が顕著。

• 実際の社会では、各種制約の時期・大きさ、それぞれの時
点での社会システムの状況などによりさまざまな選択肢が
取られるなど、技術の役割には大きな多様性と不確実性が
存在する。

• エネルギー技術の研究開発を効率的かつ効果的に行うため、
技術に求められる将来の姿を描き、それを実現するための
技術戦略を策定することが必要。

エネルギー総工研 H１7 資源エネルギー庁委託調査 エネルギー技術戦略マップより作成
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エネルギー技術戦略の検討例

• 「技術戦略マップ(2005.10,資源エネルギー庁)」では、2100
年からのバックキャスト手法により、資源制約、環境制約を、
技術の開発・利用によって長期的に解決するための、必要と
なる技術スペック、時期等を整理した。

• 「技術戦略マップ2007(2007.4, 資源エネルギー庁)」では、
技術戦略マップの方向性のもと、新国家エネルギー戦略の
2030年の目標達成に向けた技術戦略をとりまとめた。

• 現在、経済産業省による有識者会議のもとでの「Cool 
Earth-エネルギー革新技術計画」のとりまとめに向け、
「Cool Earth-エネルギー革新技術検討委員会」による
検討が進行中。
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エネルギー技術戦略マップ

ケースＡ

ケースＣ ケースＢ

石炭等の化石資源と
CO2回収・隔離の
最大利用ケース

原子力の
最大利用ケース

再生可能エネルギー
の最大利用と
究極の省エネルギー
実施ケース

現状

図２ ケーススタディを行った３つの極端なエネルギー構成

出典：エネルギー総工研 H１7 資源エネルギー庁委託調査 エネルギー技術戦略マップ

不確実性
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エネルギー技術戦略マップ

民生
２１００２０５０２０３０２０００

創エネ

省エネ

空調・給湯

照明 高効率照明

高度太陽光利用照明 (高効率集光・伝送）

高効率LED 有機EL照明

蓄光、生化学発光
自然光利用技術

高効率ヒートポンプ、蓄熱空調、太陽熱・排熱等未活用熱源利用

高断熱化、室内空気質改善、快適性向上
住宅・ビル用高性能建材

高効率空調システム

高効率デバイス
（電力変換等）

SiC GaN、AlN等 CNTトランジスタ／ダイヤモンド半導体 単電子トランジスタ

高効率給湯
真空断熱貯湯高効率ヒートポンプ給湯

共通技術

未利用エネルギー
を電力等に変換

熱電変換 圧電変換、磁歪変換、バイオ光電変換

太陽光発電
薄膜型 色素増感型、有機薄膜型等 超高効率新型

ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ

ＨＥＭＳ・BEMS
TEMS

（地域でのｴﾈﾙｷﾞｰ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ)
エネルギー融通

ｴﾈﾙｷﾞｰ貯蔵･ﾈｯﾄﾜｰｸ
（電気・熱・水素）

能動調整機能付き建材

厨房 高効率調理
長期常温保存長期品質保持

高効率調理器 新調理加工技術

低熱損失高効率照明

化石燃料利用分散電源

動力・その他

燃料電池コジェネ ハイブリッドシステム（業務用）

情報家電
（大型ディスプレイ等）

省エネPDP・LCD、大容量光通信・ストレージ LED、ELディスプレイ

（水素利用超高効率燃料電池）

（高精細、大型、低消費電力）

低コスト化、高効率化、設置容易化

45nmプロセス

（食品）

モニタリング 需要予測ﾈｯﾄﾜｰｸ化による連携制御 （ﾗｲﾌｽﾀｲﾙや快適性を取り入れた制御）モニタリング 需要予測ﾈｯﾄﾜｰｸ化による連携制御 （ﾗｲﾌｽﾀｲﾙや快適性を取り入れた制御）

エネルギー貯蔵との連携制御 系統との連携制御

リチウム電池 新型二次電池、蓄熱 ローカル・エネルギー・ネットワーク（LEN）

分散エネルギー貯蔵水素利用燃料電池

図４ 民生分野の技術ロードマップ（概要）
出典：エネルギー総工研 H１7 資源エネルギー庁委託調査 エネルギー技術戦略マップ

長期性
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エネルギー技術戦略マップ2007 全体俯瞰図
高効率照明
▽高効率蛍光灯
▼高効率LED照明
▼有機EL照明
▽次世代照明省エネ住宅・ビル

▼高断熱・遮熱住宅・
ビル
▼高気密住宅・ビル

①総合エネルギー効率の向上

④原子力利用の推進と
その大前提となる安全の確保

⑤化石燃料の安定供給とクリーン・有効利用

②運輸部門の
燃料多様化

③新エネルギーの開発・導入促進

省エネ型ディスプレイ
▽高効率PDP
▽高効率LCD
▽LEDディスプレイ
▽有機ELディスプレイ

高効率厨房機器
▽高効率ガスバーナー調理器
▽高効率IH調理器

高効率空調
▽高効率吸収式冷温水器
▼高効率ヒートポンプ
▼超高性能ヒートポンプ

高効率給湯器
▼高効率ヒートポンプ給湯機
▽高効率給湯器
▽潜熱回収給湯器

▽高効率暖房機器

▼省エネ型情報機器

省エネ型家電
▽省エネ型冷蔵庫・冷凍庫
▽待機時消費電力削減

省エネ型ネットワーク通信
▽大容量高速ネットワーク通信・光ネットワーク通信

高性能パワエレ
▼高効率インバータ

高性能デバイス
▽Siデバイス
▼SiCデバイス
▽窒化物デバイス
▽ダイヤモンドデバイス
▽CNTトランジスタ
▽省エネLSIシステム

エネルギーマネージメント
▼HEMS
▼BEMS

エネルギーマネージメント
▼☆地域エネルギーマネージメント

高効率送変電
▼省エネトランス

省エネ型産業プロセス
▼◆次世代コークス製造法 ▼◆製鉄プロセス
▽◇新還元溶解製鉄法 ▼◆石油精製プロセス
▼◇石油化学プロセス ▽◇セメントプロセス
▽◇製紙プロセス ▽◇非鉄金属プロセス
▼◇化学素材プロセス ▽◇ガラス製造プロセス
▽◇組立・加工プロセス ▽◇セラミックス製造プロセス

省エネ型産業プロセス
▽LSI製造プロセス

高効率発電機
▽超電導発電機

軽水炉
■軽水炉高度化利用
■廃止措置技術
■次世代軽水炉

軽水炉サイクルから高速増殖炉サイクルへの
円滑な移行のために必要な技術

■回収ウラン転換前高除染プロセス

軽水炉核燃料サイクル
■遠心法ウラン濃縮
■MOX燃料加工

高速増殖炉サイクル
■高速増殖炉
■燃料サイクル

その他革新炉
□超臨界圧水炉、中小型炉 等

放射性廃棄物処理処分
■地層処分
■余裕深度処分
■浅地中処分

電力系統制御
☆電圧制御技術
☆周波数制御技術
☆潮流制御技術
★系統安定化技術
★広域監視制御技術
☆事故復旧技術

太陽光発電
★結晶Si太陽電池
★薄膜Si太陽電池

★化合物結晶系太陽電池
★薄膜CIS化合物系太陽電池

★色素増感型太陽電池

太陽熱利用
☆太陽熱発電
☆太陽熱利用給湯
☆太陽熱利用空調

風力発電
★陸上風力発電
★洋上風力発電
★マイクロ風力発電

地熱発電
☆地熱バイナリー発電
☆高温岩体発電
☆マイクロ地熱発電

海洋エネルギー利用
☆波力発電
☆潮汐・潮流発電
☆海洋温度差発電

水力
☆中小規模水力発電

バイオマス燃料製造
☆バイオマス固形燃料化

バイオマス・廃棄物エネルギー利用
☆ごみ固形燃料（RDF）・古紙廃プラ固形燃料（RPF）
☆下水汚泥炭化
☆バイオマス・廃棄物直接燃焼
★バイオマス・廃棄物ガス化発電

石炭開発技術
◆石炭高度生産・選炭技術
◇石炭地下ガス化技術

石炭火力発電
◇微量物質排出削減技術

石炭利用
◇低品位炭燃焼技術
◇次世代石炭粉砕技術
◇石炭灰の高度利用技術
◆石炭無灰化技術
◆低品位炭改質技術
◇石炭乾留ガス無触媒改質技術
◇石炭乾留ガス有効利用技術
◇高効率石炭転換技術

石炭利用
○☆◇石炭水素化熱分解技術

化石資源開発（在来・非在来型化石資源
共通技術）
◆油ガス層把握技術
◆原油・天然ガス掘削・開発技術
◇フロンティア地域化石資源掘削・開発技
術
◆原油・天然ガス増進回収技術（EOR･
EGR）
◆環境調和型油ガス田開発技術

非在来型化石資源開発
◆コールベッドメタン増進回収技術 (ECBM)
◆オイルサンド等重質油生産・改質技術
◆非在来型ガス開発・生産回収技術
◆メタンハイドレート資源開発技術

ガス供給技術
◇ガス輸送技術
◇ガス貯蔵技術

天然ガス利用技術
◇天然ガスのハイドレート化

輸送・利用技術

天然ガス利用技術
●◆天然ガス液体燃料化技術（GTL）
○◇天然ガスからの次世代水素製造技術
○◇天然ガス等からのLPガス合成技術

超重質油高度分解・利用技術
◆オイルサンド油等の高度分解・処理技術
◆オイルサンド・ビチュメン等の超臨界水等

熱分解技術
◆オイルサンド・ビチュメン等の高度利用

・活用技術

CO2回収
◆CO2燃焼前回収
◆CO2燃焼後回収
◇酸素燃焼CO2回収

CO2貯留
◆CO2海洋貯留
◆CO2地中貯留

石油精製技術
◇石油精製ゼロエミッション化技術

重質原油利用技術
◆高過酷度接触分解等

重質油高度対応処理

技術
重質原油利用技術
○◇低品油からの

高オクタン価ガソリン製造技術
○◇石油残渣コークス・ピッチからの

水素製造技術
○◆重質油からの合成軽油製造技術（ATL）

電力貯蔵
▽□可変速揚水発電 電力貯蔵

▽☆□NaS電池

省エネ住宅・ビル
▽☆パッシブ住宅・ビル

高効率空調
▽☆地中熱利用ヒートポンプ
▽☆雪氷冷熱利用

▽☆マイクログリッド

電力系統制御
▽★分散電源活用技術

▽★新電力供給システム

蓄熱
▽☆潜熱蓄熱
▽☆顕熱蓄熱

熱輸送
▽☆潜熱輸送
▽☆顕熱輸送
▽☆吸収／吸着

による熱輸送

未活用熱源利用
▽☆雪氷熱利用
▽☆河川熱利用
▽☆都市排熱利用

未利用微小エネルギー電力変換
▽☆熱電変換
▽☆圧電変換

水素利用
▽☆水素燃焼タービン

燃料電池
▽☆◇リン酸形燃料電池（PAFC）
▼☆◆溶融炭酸塩型形燃料電池

（MCFC）
▼★◆固体酸化物形燃料電池

（SOFC）

高効率コージェネ
▼☆◇燃料電池コージェネ

高効率コージェネ
▽◇ガス・石油エンジンコージェネ
▼◇ガスタービンコージェネ

▽◇高効率工業炉・ボイラー

▼◇コプロダクション ▼◇産業間連携

石炭火力発電
▽◇IGHAT
▼◇A-PFBC
▼◆A-USC
▼◆IGCC
▼◆IGFC
▼◆A-IGCC/A-IGFC

高効率天然ガス発電
▼◇高温ガスタービン
▽◇AHAT
▼◇燃料電池／ガスタービン

ハイブリッド発電

LPガス利用技術
▽◇LPガス高効率

燃焼機器技術

▼◇コンビナート高度統合化技術

石油精製技術
▽◇省燃費・高耐久性潤滑油開発技術

高効率内燃エンジンム
▼●◇ガソリンエンジン
▼●◆ディーゼルエンジン

クリーンエネルギー自動車
▽○◇天然ガス自動車
▼●◆ハイブリッド自動車

▽●◇省エネ型鉄道

▽○◇高性能船舶

▽○◇高効率海運システム

▽○◇高性能航空機

先進交通システム
▼◇高度道路交通システム（ITS）
▽◇人流モーダルシフト
▼◇物流モーダルシフト

水素製造
○◇石炭利用CO2回収型水素製造技術

石炭利用
○◆石炭液化技術（CTL）

LPガス利用技術
○◇LPG/DME混合燃料利用技術

新燃料活用技術
○◇GTL等新燃料と石油の共利用技術

石油精製技術
○◇高度脱硫液体燃料製造技術

高度石油利用技術
○◇石油からの水素製造・輸送技術
○◇自動車用新燃料利用技術
○◇自動車燃費向上・排ガスクリーン化燃料技術
○◇環境負荷低減オフロードエンジン技術

水素製造
○★◇ガス化水素製造

バイオマス燃料製造
○☆◇ジメチルエーテル（DME）
○★◇ガス化BTL製造

新燃料活用技術
●☆◇バイオマス等非在来石油高度活用技術

バイオマス燃料製造
●★アルコール発酵
●★セルロース系のエタノール化
●★バイオディーゼル燃料（BDF）
○☆メタン発酵
○☆水素発酵

バイオマス・廃棄物エネルギー利用
○★バイオマス資源供給

水素製造
○☆固体高分子水電解
○☆高温水蒸気電解
●☆アルカリ水電解
○★光触媒水素製造

水素貯蔵
○☆無機系水素貯蔵材料
○☆合金系水素貯蔵材料
○☆炭素系水素貯蔵材料
○☆有機系水素貯蔵材料
○☆水素貯蔵容器

水素輸送・供給
○☆水素パイプライン
○☆圧縮水素輸送・供給
○☆液体水素輸送・供給
●☆水素ガス供給スタンド安全対策技術

電力系統制御
☆□系統保護技術

バイオマス燃料製造
☆◇石炭付加バイオマス燃料製造技術

電力貯蔵
▽●☆ニッケル水素電池
▼●★リチウムイオン電池
▼○☆キャパシタ太陽光発電

★系統への影響抑制技術
風力発電
★系統への影響抑制技術

電力貯蔵
▽☆超電導磁気エネルギー貯蔵（SMES）
▽☆超電導フライホイール
▽☆レドックス・フロー電池

石炭利用
☆◆石炭ガス化多目的利用技術

石炭火力発電
★◇バイオマス・石炭ハイブリッド発電

電力貯蔵
□海水揚水発電
□地下揚水発電
□圧縮空気電力貯蔵（CAES）

• 技術名の前に記した色抜きの記号（▽○☆□◇）は、
その技術が寄与する政策目標を示す（▽：総合エネル
ギー効率の向上、○：運輸部門の燃料多様化、☆：新
エネルギーの開発・導入促進、□：原子力利用の推進
とその大前提となる安全の確保、◇：化石燃料の安定
供給とクリーン・有効利用）。

• 特に政策目標への寄与が大きいと思われる技術につ
いては、その寄与が大きい政策目標を、色塗りの記
号（▼●★■◆）で示し、技術名は、赤字・下線付きで
記載した。

エネルギーマネージメント
▼☆□◇エネルギー利用最適化・負荷平準化技術

クリーンエネルギー自動車
▼●☆◆プラグインハイブリッド自動車
▼●☆◇電気自動車
▼●★◇燃料電池自動車
▽○☆◇水素エンジン自動車

燃料電池
▼●★◇固体高分子形燃料電池

（PEFC）
▽○☆◇ダイレクトメタノール形

燃料電池（DMFC）

高効率送変電
▼☆■◇大容量送電

出典：エネルギー技術戦略マップ2007(エネ総工研 H１８ 資源エネルギー庁委託調査) 

多様性



エネルギーシステム インテグレーション

Cool Earthエネルギー革新技術計画

出典：07/11/27 第二回Cool Earth 有識者会議 資料

加速の
必要性



エネルギーシステム インテグレーション

エネルギー需給/技術の方向性①

• 化石燃料は、相当期間、世界のエネルギー供給で大きな割
合を占めるが、石油・天然ガスの資源制約のもと、

原子力、再生可能エネルギー、石炭の役割は増大

• 持続性の確保のためには、物質・ネルギーの供給～利用～
再生の全体効率の向上、非化石エネルギー(原子力、再生
可能)活用、CO2回収・貯留、インフラ整備などが必要

• 供給側のみの取り組みには限界があり、

利用側での取り組みの重要性拡大



エネルギーシステム インテグレーション

エネルギー需給/技術の方向性②

• 生産 ： プロセス統合による物質とエネルギーの併産（コプロダクション）
やプロセスの協調（物質の貯蔵の活用など）

• 供給 ： 石炭ガス化発電、再生可能エネルギー利用、原子力発電などに
よる高効率化/ゼロエミッション化と持続性向上

• 利用 ： ヒートポンプ空調・給湯、プラグインハイブリッド・電気自動車、
分散型発電を含む、多様な省エネ、創エネ技術

• 再生 ： 物質、エネルギー、希少資源、水資源の再生・循環による
循環型社会インフラの構築

• ｼｽﾃﾑ ： 自律分散制御による需要側での需給管理、
広域エネルギー供給システムとの協調



エネルギーシステム インテグレーション

エネルギー需給/技術の方向性③

・ エネルギーの需給構造の再構築
(エネルギーシステム・インテグレーション)

・ 物質とエネルギーは、経済・社会活動におけ
るメタボリズム（物質代謝）の最適化

・ そして、これらの変化を、従来考えられたよ

りはるかに速いスピードで実現する必要性



エネルギーシステム インテグレーション

メタボリズム最適化の例①

身近なところで：

• 家庭、ビルでの個別需要、再生可能/化石燃料分散
電源、エネルギー貯蔵に対し、エネルギーマネジメ
ント技術(HEMS/BEMS)を適用した、需要単位での
供給側との自律協調管理

• 自動車の燃料などを含め、電気/水素などエネル
ギー利用媒体の選択と流通インフラの整備

• 都市廃棄物、産業廃棄物の処理としての物質・エネ
ルギー再生



住宅需要と太陽光発電(蓄電池なし）
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-1.9～+1.7kW
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昼余りと夜不足

PV出力 元の需要



住宅需要と太陽光発電（蓄電池あり）
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１軒の家庭の電気の需給例②
（PV導入、電力貯蔵あり）

昼充電
夕放電

±1kWの安定

した需要⇒
ニーズと充電

制御次第



系統の総需要に対する新技術の影響例
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エネルギーシステム インテグレーション

メタボリズム最適化の例②
国、地域レベルで：

• 一次エネルギー、電源に再生可能エネルギー、
CCSなど新たな要素を加えた持続的なエネルギー
需給構造

• 乾燥地帯での大規模太陽光発電所と海水淡水化
など、貯蔵性の物質生産の異なるプロセスのインテ
グレーション

• 風力などの大規模開発と大容量長距離送電、エネ
ルギー輸送媒体生産・輸送・貯蔵のインテグレー
ション



エネルギーシステム インテグレーション

メタボリズム最適化に向けて

• 環境/資源制約のもとでのエネルギー・産業
戦略、技術開発戦略策定と、発信

↑↓

• 家庭、ビル、産業、地方、国、地域など

多様なケースの資源、需要形態に関する

インテグレーションの研究と、発信

↑↓

• 実現に向けた要素技術の研究・開発の加速



エネルギーシステム インテグレーション

メタボリズム最適化に向けて

• 長期的かつ分野横断、垂直統合などの多様な視点
が必要

⇒人材育成や産(事業実施箇所)、官(政策策
定箇所)、学が連携した取り組みが重要

• 技術、資金、適用など日本の中で完結しない場合が
多い

⇒ 様々な段階、形態での国際的連携が重要



ありがとうございました



エネルギーシステム インテグレーション

エネルギー技術戦略マップ

図３ 資源制約・環境制約克服のための連鎖脱却と分野ごとの技術の全体像

素材・製品の
高性能・
高機能化最終エネルギー

需要の増大

一次エネルギー
需要の増大

化石エネルギー
需要の増大

CO2排出量

の増大

効用の増大

コストの
増大

資
源
制
約

環
境
制
約

経
済
制
約

①

②②

③③

④④

『省エネ・高効率利用・
創エネ、自立化』

『省マテリアル』

効用と最終エネルギー
需要の鎖を切る

『省エネ・高効率利用・
創エネ、自立化』

『省マテリアル』

効用と最終エネルギー
需要の鎖を切る

『転換効率向上』

最終エネルギー需要と
一次エネルギー需要の
鎖を切る

『非化石エネルギー化』

一次エネルギー需要と
化石エネルギー需要の
鎖を切る

『CO2回収・隔離』

化石エネルギー需要と
CO2排出量の鎖を切る

転換分野 産業分野 民生分野 運輸分野

空調・給湯等
の高効率化

燃費向上

製造プロセスの
高効率化

創エネ
【太陽、微少エネルギー】

エネルギーマネジメント
【HEMS、BEMS、TEMS】

高効率
デバイス

エネルギー貯蔵効率向上 【電池、水素貯蔵】

発電・
水素製造
効率向上

物質・ｴﾈﾙ
ｷﾞｰ併産
【コプロ】

エクセルギー損失の最小化
【ガス化発電、燃料電池】

物質・エネルギー再生
【廃棄物ガス化】

原子力利用
【FBR】

再生可能エネルギー利用
【バイオマス、太陽、風力、地熱】

燃料の
非化石化

【FCV、EV】

CO2地中・海洋隔離

①

②

③

④

CO2
GDP

CO2

一次ｴﾈﾙｷﾞｰ需要 最終ｴﾈﾙｷﾞｰ需要

一次ｴﾈﾙｷﾞｰ需要

効用

最終ｴﾈﾙｷﾞｰ需要

GDP
効用

＝ × × ×

①②③＆④

CO2
GDP

CO2

一次ｴﾈﾙｷﾞｰ需要 最終ｴﾈﾙｷﾞｰ需要

一次ｴﾈﾙｷﾞｰ需要

効用

最終ｴﾈﾙｷﾞｰ需要

GDP
効用

＝ × × ×
CO2
GDP
CO2
GDP

CO2

一次ｴﾈﾙｷﾞｰ需要

CO2

一次ｴﾈﾙｷﾞｰ需要 最終ｴﾈﾙｷﾞｰ需要

一次ｴﾈﾙｷﾞｰ需要

最終ｴﾈﾙｷﾞｰ需要

一次ｴﾈﾙｷﾞｰ需要

効用

最終ｴﾈﾙｷﾞｰ需要

効用

最終ｴﾈﾙｷﾞｰ需要

GDP
効用

GDP
効用

＝ × × ×

①②③＆④

©TK
060131

出典：エネルギー総工研 H１7 資源エネルギー庁委託調査 エネルギー技術戦略マップ



エネルギーシステム インテグレーション

総合エネルギー効率の向上に寄与する技術マップ

石炭

石油

天然ガス

非在来型化石燃料

高効率照明
▽高効率蛍光灯
▼高効率LED照明
▼有機EL照明
▽次世代照明

水素利用
▽☆水素燃焼タービン

熱輸送
▽☆潜熱輸送
▽☆顕熱輸送
▽☆吸収／吸着による熱輸送

石炭火力発電
▽◇IGHAT
▼◇A-PFBC
▼◆A-USC
▼◆IGCC
▼◆IGFC
▼◆A-IGCC/A-IGFC

高効率天然ガス発電
▼◇高温ガスタービン
▽◇AHAT
▼◇燃料電池／ガスタービン

ハイブリッド発電

LPガス利用技術
▽◇LPガス高効率燃焼機器技術

石油精製技術
▽◇省燃費・高耐久性潤滑油開発技術

高効率発電機
▽超電導発電機

▼◇コンビナート高度
統合化技術

電力貯蔵
▽□可変速揚水発電
▽☆SMES
▽☆超電導フライホイール
▽☆□NaS電池
▽☆レドックス・フロー電池
▽●☆ニッケル水素電池
▼●★リチウムイオン電池
▼○☆キャパシタ

蓄熱
▽☆潜熱蓄熱
▽☆顕熱蓄熱

▽★新電力供給システム

高効率送変電
▼☆■◇大容量送電
▼省エネトランス

▽☆マイクログリッド

エネルギーマネージメント
▼HEMS
▼BEMS
▼☆地域エネルギーマネージメント
▼☆□◇エネルギー利用最適化

・負荷平準化技術電力系統制御
▽★分散電源活用技術

高効率厨房機器
▽高効率ガスバーナー調理器
▽高効率IH調理器

高性能デバイス
▽Siデバイス
▼SiCデバイス
▽窒化物デバイス
▽ダイヤモンドデバイス
▽CNTトランジスタ

未活用熱源利用
▽☆雪氷熱利用
▽☆河川熱利用
▽☆都市排熱利用

省エネ型産業プロセス
▼◆次世代コークス製造法
▼◆製鉄プロセス
▽◇新還元溶解製鉄法
▼◆石油精製プロセス
▼◇石油化学プロセス
▽◇セメントプロセス
▽◇製紙プロセス
▽◇非鉄金属プロセス
▼◇化学素材プロセス
▽◇ガラス製造プロセス
▽◇組立・加工プロセス
▽◇セラミックス製造プロセス

高効率コージェネ
▽◇ガス・石油エンジンコージェネ
▼◇ガスタービンコージェネ
▼☆◇燃料電池コージェネ

クリーンエネルギー自動車
▽○◇天然ガス自動車
▼●◆ハイブリッド自動車

高効率内燃エンジンム
▼●◇ガソリンエンジン
▼●◆ディーゼルエンジン

未利用微小エネルギー電力変換
▽☆熱電変換
▽☆圧電変換

▼◇産業間連携

▼◇コプロダクション

▽◇高効率工業炉・ボイラー

先進交通システム
▼◇高度道路交通システム（ITS）
▽◇人流モーダルシフト
▼◇物流モーダルシフト

▽●◇省エネ型鉄道

▽○◇高性能船舶

▽○◇高効率海運システム

▽○◇高性能航空機

高効率空調
▽高効率吸収式冷温水器
▼高効率ヒートポンプ
▼超高性能ヒートポンプ
▽☆地中熱利用ヒートポンプ
▽☆雪氷冷熱利用

省エネ型家電
▽省エネ型冷蔵庫・冷凍庫
▽待機時消費電力削減

省エネ型ディスプレイ
▽高効率PDP
▽高効率LCD
▽LEDディスプレイ
▽有機ELディスプレイ

省エネ住宅・ビル
▼高断熱・遮熱住宅・ビル
▼高気密住宅・ビル
▽☆パッシブ住宅・ビル

高性能パワエレ
▼高効率インバータ

省エネ型ネットワーク通信
▽大容量高速ネットワーク通信

・光ネットワーク通信

高効率給湯器
▼高効率ヒートポンプ給湯
▽高効率給湯器
▽潜熱回収給湯器

クリーンエネルギー自動車
▼●☆◆プラグインハイブリッド自動車
▼●☆◇電気自動車

クリーンエネルギー自動車
▼●★◇燃料電池自動車
▽○☆◇水素エンジン自動車

▽高効率暖房機器

▽LSI製造プロセス

省エネ型情報生活空間創生技術

時空を超えたエネルギー利用技術

先進交通社会確立技術

次世代省エネデバイス技術

超燃焼システム技術

▼省エネ型情報機器

燃料電池
▽☆◇PAFC
▼☆◆MCFC
▼★◆SOFC

▼●★◇PEFC

高性能デバイス
▽省エネLSIシステム

燃料電池
▽○☆◇DMFC

（電気）

自然エネルギー化石資源

電気

水素燃料

熱

運輸

産業

（水素）

民生

①「総合エネルギー効率の向上」に寄与する技術の
技術マップ（整理図）

技術名の前に記した色抜きの記号（▽○☆□◇）は、その技術が寄与する
政策目標を示す（▽：総合エネルギー効率の向上、○：運輸部門の燃料多
様化、☆：新エネルギーの開発・導入促進、□：原子力利用の推進とその大
前提となる安全の確保、◇：化石燃料の安定供給とクリーン・有効利用）。

特に政策目標への寄与が大きいと思われる技術については、その寄与が
大きい政策目標を、色塗りの記号（▼●★■◆）で示した。

「総合エネルギー効率の向上」への寄与が大きいと思われる技術名を、赤
字・下線付きで記載した。

出典：エネルギー技術戦略マップ2007(エネ総工研 H１８ 資源エネルギー庁委託調査) 
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